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H29取組内容
（ハード対策）
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洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○服部川（三重県 伊賀市）の河道掘削を実施（１／２）
【平成29年度：近畿地整】

服部川の流下能力向上のため、河道掘削を実施。

課題対応 S
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洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○服部川（三重県 伊賀市）の河道掘削を実施（２／２）
【平成29年度：近畿地整】

課題対応 S

服部川の流下能力向上のため、河道掘削を実施。
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洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○服部川（三重県 伊賀市）の裏法尻の補強を実施
【平成29年度：近畿地整】

「危機管理型ハード対策として堤防法尻補強を実施。

課題対応 S
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洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○名張川（三重県 名張市）の河道掘削を実施
【平成29年度：近畿地整】

名張川の流下能力向上のため、樹木伐採及び河道掘削を実施。

課題対応 S

6



H29取組内容
（ソフト対策）
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想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図の策定・公表

○想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図及び家屋倒壊等氾濫想定区
域図の策定・公表 【平成29年度：近畿地整】

平成27年改正水防法に基づき、想定しうる最大規模の降雨（年超過確率1/1,000程
度）を想定

ソフト対策

課題対応 A

H13.7
水防法一部改正

H14.6
浸水想定区域図公表

H27.11
水防一部改正

H29.6
洪水浸水想定区域図公表

計画規模を前提

想定最大規模雨を前提

今回公表

【木津川・服部川・柘植川】
想定し得る最大規模の降雨
（島ヶ原上流域：360mm/9時間）

（上野地区）

今回公表

前回公表

○流域自治体
・ハザードマップの作成、地域防災計画
への反映などに着手
・的確な避難行動につながる防災情報
（避難勧告等）の発令

○住民
・主体的な避難計画の策定、避難訓練
等に活用

【今回公表の目的】
事前に浸水想定区域・浸水深さを
把握しておくことで、少しでも被害を
少なくするために指定・公表を行う。

《今後の取り組み》

・出水時の自主避難行動へ活用 8



住民の避難行動を促すためのプッシュ型配信を実施ソフト対策

課題対応 K○緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信を実施
【平成29年度：近畿地整】

○近畿地方整備局管内では、一昨年の茨城県・常総市の浸水被害を教訓に、「逃げ遅れゼロ」に
向けた取組を加速させるため、淀川水系国管理河川29市町村において、H29年6月15日から洪
水情報のプッシュ型配信※を開始しています。（木津川上流河川事務所管内においては、三重県 伊
賀市、名張市・京都府 和束町、笠置町、南山城村・奈良県 奈良市、宇陀市、山添村）

○配信対象者は配信エリア内の携帯電話等（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

○配信する情報は、配信対象河川において、①「河川の氾濫するおそれがある」、②「河川の水
が堤防を越えて流れ出ている」、③「堤防が壊れ河川の水が大量に溢れ出している」、この三
段階で配信されます。
※ 「プッシュ型配信」とは、受信者側が要求しなくても発信者側から情報が配信される仕組みです。

緊急速報メールが届いたら、まずは川に近づかないよ
うにして、自治体の避難情報等を確認のうえ、適切な
避難行動をとってください。 9



小田排水機場

「水防災意識社会」再構築に役立つ広報を実施ソフト対策

課題対応 J○防災訓練に合わせパネルや災害対策資材・機械を展示の広報を実施

【平成29年度：伊賀市、近畿地整】

上野遊水地の小田周囲堤が完成２５周年を迎え、地域の方々に遊水地の役割や水害リスク、排水
機場の役割等について事業パネルを用いて説明を行い、あわせて災害対策用機械操作訓練の見学
も実施しました。

位置図開催日時：平成29年6月8日（木）
開催場所：小田排水機場
（三重県伊賀市小田町 服部川左岸）
来 場 者：地域の住民 56名（地元久米小学校37名含む）

報道機関 5社
訓練参加者：伊賀市 17名、国交省 28名

※それぞれ操作委託者含む 小田遊水地

新居遊水地

木興遊水地
長田遊水地

小田排水機場

伊賀市との合同訓練の様子パネル説明の様子 排水ポンプ車による排水訓練

上野遊水地周辺の過去の災害、遊水地のしくみや必要性等の説明を行うとと
もに、伊賀市と合同での災害対策機械の操作訓練状況をご覧いただくことで、
ハード対策とソフト対策の両輪で事業進めていることを理解して頂きました。

開催概要

小田遊水地全景
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関係機関が連携した実働水防訓練を毎年実施ソフト対策

課題対応 Ｑ○伊賀市と国交省の合同による災害対策用機械操作訓練を開催
【平成29年度：伊賀市、近畿地整】

訓練実施概要

実施場所：小田排水機場

訓 練 日：平成29年6月8日（木）

参 加 者：

・伊賀市 17名

・国土交通省職員等 28名

※それぞれ操作委託者含む

国道１６３号

簡易水位計

簡易水位計

簡易水位計

出水期を迎えるにあたり、実際の浸水現場等で的確な運用ができるよう伊賀市と国交省合同による排水ポン
プ車等の災害対策用機械の操作訓練を実施。

・排水ポンプ車の構造・排水方法説明
及びホース接続等設置操作
・照明車の構造及び操作・点灯に至る
一連の操作
・対策本部車の構造・設置操作
・衛星通信機器の設営・通信訓練

訓練状況

訓練内容
排水ポンプ車による排水状況

ホース接続設置操作

国交省対策本部車

衛星通信機器 操作訓練
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逃げ遅れゼロに向けたタイムラインの活用ソフト対策

課題対応 Ｑ○名張市と国交省のタイムラインに基づくホットラインを実施
【平成29年度：名張市、近畿地整】

淀川水系宇陀川では、水位上昇による溢水の可能性があったことから、逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のため、
大規模氾濫減災協議会において事前確認していた行動計画（タイムライン）に基づき、事務所長と市長間でのホットライン等によ
るリアルタイム水位情報の提供や水防資材の提供を実施した。早い段階での水位情報提供等により、十分な余裕をもっての避難勧
告発表、溢水前に土嚢積みなどの水防活動を実施することができた。（県道及び家屋等8軒を対象に土のう3段積み（約630袋））
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○防災教育の取り組みとして小学校で河川・防災教育を実施
【平成29年度：伊賀市、名張市、近畿地整】

小学校における水災害教育の実施ソフト対策

課題対応 J

実施概要

防災教育の取り組み強化の一環として、文部科学省（教育委員会・小学校）と国土交通省（木津川上流
河川事務所）が連携・協力して名張市（2校）及び伊賀市（1校）の小学校（計３校）で河川・防災教
育の授業を実施しました。

実施状況

国交省職員による説明状況

日時：平成29年11月18日（土）
場所：名張市立箕曲小学校（5年生：21名）

日時：平成29年12月1日（金）
場所：名張市立錦生赤目小学校（5年生：41名）

日時：平成29年12月8日（金）
場所：伊賀市立三訪小学校 4年生（8名）

名張市立
箕曲中村小学校
錦生赤目小学校

淀川水系
名張川・宇陀川

位置図

伊賀市立
三訪小学校

淀川水系
服部川・柘植川

地区別に防災マップづくり

※写真は名張市立箕曲中村小学校での様子

クイズ形式による防災学習

大雨が降った時の危険箇所
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洪水時に対しリスクが高い区間の「合同点検」を実施ソフト対策

課題対応 L○洪水時に対しリスクが高い区間の「合同点検」を実施
【平成29年度：名張市、水機構、近畿地整】

合同点検実施概要

対象河川：淀川水系 名張川・宇陀川

点 検 日：平成３０年３月８日（木）

参 加 者：名張市役所

名張消防署、名張市消防団

水資源機構(ダム管理者)

木津川上流河川事務所(河川管理者)

合同点検における情報共有

今回の合同点検にてH29年台風21号によ
る出水で実際に浸水した深さと範囲につ
いて情報を共有することができた。

出水時に受けた被害報告と本日の現地立
会で聞いた話とに情報に乖離があり、関
係者間の連絡を密にとることの重要性を
改めて認識した。

台風21号の上陸前から事前放流を行って
貯水池に洪水を貯留することにより下流
の洪水被害軽減に努めた。

洪水に対してリスクが高い区間（流下能力が低い区間や被災時に多大な被害が起こりえる区間な
ど）で堤内地の家屋の高さや昨年１０月の台風２１号による浸水箇所を確認しながら名張市役所、
消防署、消防団、水資源機構、木津川上流河川事務所で“合同点検”を実施。

共同点検状況（名張川）

洪水時に積んだ土嚢の高さを確認

洪水時に上昇した河川水位を確認

意見交換状況

室生ダム

洪水時の対応を図上で確認

位置図
点検箇所

共同点検状況（宇陀川）
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H30取組内容
（ハード対策）
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洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○服部川（三重県 伊賀市）の河道掘削を実施
【平成30年度：近畿地整】

「水防災意識社会再構築ビジョン」の取組として、伊賀市三田地区等の河道掘削を実施。
流下能力不足を解消していくとともに、上野遊水地及び今後整備される川上ダムの治水効果を

最大限発揮できるようにしていく。

課題対応 S

※工事箇所は今後変更となる場合があります。

伊賀市中心街

新居越流堤

小田遊水地

新居遊水地

小田越流堤

服部川

工事実施概要

実施箇所：三重県伊賀市 三田地区等

実施内容：河道掘削
平成30年度実施予定

凡 例

平成29年度実施箇所
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洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○名張川（三重県 名張市）の河道掘削を実施
【平成30年度：近畿地整】

「水防災意識社会再構築ビジョン」の取組として、三重県名張市朝日町・南町地区の河道掘削
を実施。流下能力不足を解消していく。

課題対応 S

松原

黒田

新町

朝日町

大屋戸

南町 平尾

夏秋

蔵持

防災ステーション

実施箇所：三重県名張市

朝日町・南町地区

実施内容：河道掘削

工事実施概要

薦生
平成30年度実施予定

凡 例

平成29年度実施箇所

※工事箇所は今後変更となる場合があります。 17



洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○名張川（三重県 名張市）の引堤事業に着手
【平成30年度～：近畿地整】

名張川において昭和28年台風13号洪水を安全に流下させるために引堤及び河道掘削を実施し
ていきます。

課題対応 S
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土砂災害を防ぐためのハード設備の実施ハード対策

○砂防堰堤（名張市）の整備を実施
【平成30年度：近畿地整】

土石流危険箇所において、砂防堰堤の工事を実施中。

工事実施概要

実施箇所：名張市安部田

実施内容：砂防堰堤

実施箇所

土砂災害警戒区域

通所介護オルゴール
市立錦生保育所

土石流危険渓流

谷出第３堰堤

工事用道路

名張市郷土資料館

　完成済み

　Ｈ３０年度実施

　Ｈ３１年度以降

凡　例
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土砂災害を防ぐためのハード設備の実施ハード対策

○砂防堰堤（宇陀市）の整備を実施
【平成30年度：近畿地整】

土石流危険箇所において、砂防堰堤の工事を実施中。

工事実施概要

実施箇所：宇陀市室生大野

実施内容：砂防堰堤

実施箇所

近畿日本鉄道

土石流危険渓流

室生口堰堤

工事用道路

変電所

室生口大野駅
土砂災害警戒区域

診療所

凡 例

完成済み

平成30年度実施

平成31年度以降
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H30取組内容
（ソフト対策）
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○想定最大外力を対象とした氾濫シミュレーションの公表
【平成30年度：近畿地整】

氾濫シミュレーションの公表ソフト対策

課題対応 B

平成29年6月に公表した洪水浸水想定区域図に基づき、「地点別浸水シミュレーション検索シス
テム」（浸水ナビ）による氾濫シミュレーションを公表

地点別浸水シミュレーション検索システム http://suiboumap.gsi.go.jp/

＜対象河川＞（直轄管理区間）
木津川、服部川、柘植川、名張川、宇陀川

【主な機能】
・想定される破堤点が破した場合の最大浸水領域
・浸水深の時間変化のアニメーション表示 など
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○防災教育の取り組みとして小学校で河川・防災教育を実施
【平成29年度～継続：市町村、近畿地整】

小学校における水災害教育の実施ソフト対策

課題対応 J

【H29年度】
名張市 2校
伊賀市 1校

新学習指導要領に伴い、防災教育の取り組み強化の一環として、文部科学省（教育委員会・小学校）と
国土交通省が連携・協力して小学校を対象に水災害教育を支援（～32年度）

国土交通省 防災教育ポータルサイトより http://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/index.html

木津川上流域においても、各市町村の小学校を対象に防災教育の支援を実施していく

【平成30年度～】
協議会において各
市町村でモデル校を
選定 （各１校）

23

協議会において各
市町村の小学校を
対象に拡大



○「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画に基づき
危機管理型水位計を整備 【平成30年度：近畿地整】

危機管理型水位計の整備ソフト対策

課題対応 H,K

堤防高さや川幅などから相対的に氾濫が発生しやすい箇所や、氾濫により行政施設・病院等の
重要施設が浸水する可能性が高い箇所を中心に設置予定（新設16箇所）

出典：http://www.kkr.mlit.go.jp/river/bousai/mizubosaiishikisyakai/qgl8vl0000008hbi-att/kikikanrigatasuiikei.pdf 24



○「逃げ遅れゼロ」に向けた避難計画作成支援 【平成30年度：近畿地整】

大規模災害時における被害軽減支援方策の検討ソフト対策

課題対応 AF

大規模水害及び土砂災害などの災害特性を踏まえ、地域の実情・実態を踏まえた避難手法の検
証及び課題整理を実施

H27年水防法改正により浸水想定区域指定の前提降雨が従来の計画
規模の降雨から想定最大規模の降雨に変更。
水防法では、洪水浸水想定区域内に存する市町村に対し、市町村地域
防災計画に避難の方法を定め、その内容をハザードマップにより周知す
るよう義務付け。
木津川上流域の特性を踏まえ、水害及び土砂災害による甚大な被害が
予測されるため、想定最大規模の被災リスクを想定した避難手法の検
証及び課題整理が必要

想定最大規模降雨を対象とした避難計画の作成

背 景

目 標

目 的

モデル地区において
ワークショップ及び避難
訓練を実施（自主避難の
仕組みづくり）

H30年度

H31年度

H32年度

想定最大規模降雨における洪水を対象とした避難手法の検証と課題整
理
想定最大規模降雨における水害及び土砂災害に対して「逃げ遅れゼ
ロ」を目指す

モデル地区を拡大して
ワークショップ、避難訓
練を実施（課題等の整理
とりまとめ）

市町村地域防災計画
への反映
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土砂災害警戒情報～避難勧告 タイムラインの作成ソフト対策

課題対応○水害と土砂災害の複合災害を想定した防災マップ・タイムラインを作成
【平成30年度：○○市、○○県、近畿地整】

減災ワークショップ実施概要

対象地域：○○県○○市○○地区

実施年 ：平成30年度

参 加 者：○○自治会

○○市役所

○○県

紀伊山系砂防事務所

国道１６３号

簡易水位計

簡易水位計

簡易水位計

地域住民、市、県合同による減災ワークショップを開催し、台風等による洪水と土砂災害に備え、
住民主体による「防災マップづくり」と「大型台風を想定したタイムラインづくり」を実施。
さらに、作成したタイムラインを基に避難訓練を実施する。

防災マップによる危険箇所等の確認（イメージ）

まち歩き点検の状況（イメージ）

検討結果を整理してタイムラインを
完成（イメージ）

議論の状況（イメージ）

現状の確認、想定される被害、実施すべき事
項について、活発な議論を展開。

防災マップを作成しながら危険箇所（リスク）等を再
確認。

まち歩き点検により自然災害に対するリスクや強みを
把握。

ＡＦ
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